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～来て、見て、活かす！まちづくりのヒントが満載～
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皆様、こんにちは。協働によるまちづくり発表会にご参

加をいただき、本当にありがとうございます。

掛川市では、これからの時代に対応したまちづくりの手

法として「協働」を取り入れ、多くの方々との対話を重ね、

その推進を図ってまいりました。平成28年に「地区まちづ

くり協議会」が設立され、３年が経過しようとしています。

それぞれの地域特性にあった活動に加え、地域課題の解決のための企業や市

民活動団体、協議会同士の連携の取組が増えてきており、「協働によるまち

づくり」が、一歩ずつ着実に前進していることを感じています。

今年、５月１日には新しい元号の時代となります。それに伴って、新しい

国づくり、まちづくりが求められています。戦後70年以上経過し、中央集権

体制による国、都道府県、市町村という三層の統治体制は、すでに限界に来

ていると感じています。これからは、地方が自立し、地方自らがまちづくり

を発信していく時代になっていくものと思います。そのとき、最も重要で必

要とされるものが、地域のまちづくり活動を住民自治組織が担うことであり

ます。これにより、地方が頑張り、日本が活力ある国として、世界に伍して

いく力になっていくことにも繋がっていきます。そういう意味では、地区ま

ちづくり協議会が中心となって地域の課題解決をしていくことは、将来の発

展を担っていく大変重要な仕組みであり、多くの地方自治体でそのような取

組が進んでいくと思います。

地域、市民活動団体、企業の皆様からそれぞれが取り組まれた活動の中か

ら、今後の取組を充実していくための考え方、ヒントを見つけていただき、

さらにまちづくり活動が発展していくことを期待しております。

掛川市長 松井三郎

掛川市長 あいさつ

- 1 -



協働によるまちづくり活動発表会にご出席くださいま

して、誠にありがとうございます。日頃は、各地区まち

づくり協議会の事業にご支援、ご協力いただき重ねてお

礼を申し上げます。

この活動発表会も平成28年度にはじめて開催し、今回が

４回目になります。年を追うごとに充実する各団体自慢の

まちづくり活動をお聞きし、情報の共有化と活動の水平展

開を図ることからも、毎年期待をもって拝聴しております。

さて、今年は｢亥年｣です。亥年は、古くは宝永大噴火、関東大震災、伊勢

湾台風、そして阪神淡路大震災などの大きな自然災害が発生しています。干

支と災害の因果関係はないと思いますが、有事への備えはきちんとしておく

必要があります。災害が発生したとき何が大事か。それは、隣三軒両隣が支

え合う“絆”の心意気であり、地域コミュニティーの力です。安全で安心な

まちづくりは、すべての地区まちづくり協議会において共通の願いでありま

す。地区まちづくり協議会はそうしたコミュニティーをつくりあげる仕組み

づくりでもあります。防災は自分の命は自分で守る、が基本ですので、一人

一人の防災意識の向上とともに、自主防災会と地区まちづくり協議会とが連

携し、更なる防災意識の向上を進めていただきたいと思います。

また、今年は大部分の協議会が設立から４年目に入りますので、地区のビ

ジョンに基づいた活動であるかを検証し、次年度に向けた礎の年になる事を

望みます。

地区まちづくり協議会、市民活動団体、企業と、いずれも異なった視点か

らの特色ある活動ばかりですので、皆様の今後の活動に新たな気づきを感じ

ていただければ幸いです。

結びに、新たな元号となるこの一年が、多くのまちづくり団体に実り多き

一年となることを祈念し、挨拶といたします。

掛川市地区まちづくり協議会連合会 会長 中村 隆哉

地区まちづくり協議会連合会 会長 あいさつ
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協働によるまちづくり活動発表会 

～来て、見て、活かす！ まちづくりのヒントが満載～ 

 

開催結果概要 
 

（１）事 業 名 平成 30 年度 協働によるまちづくり活動発表会開催事業 

 

（２）日  時 平成 31 年１月 26 日（土）13:30～16:00 

 

（３）会  場 掛川市文化会館シオーネ 大ホール 

（４）主 催 等 主催：掛川市（まちづくり協働センター（生涯学習協働推進課）） 

共催：掛川市地区まちづくり協議会連合会 

一部運営委託：特定非営利活動法人掛川シニア交流研究会 

 

（５）目  的   自治基本条例に基づき地区まちづくり協議会が設立し、３年が経過し

ようとしています。それぞれの地域においては、自らの地域をもっとよ

くしたいとの想いから、地区まちづくり協議会や市民活動団体及び企業

など、様々な団体による市民主体の協働によるまちづくり活動が活発に

行われています。 

 これらの素晴らしい活動をより多くの皆さんに知っていただき、新た

な気づきを得る場をつくることで、活動が充実、発展し、より元気で希

望に満ちた掛川市となることを目指し、その一助となることを願い、協

働によるまちづくり活動発表会を開催しました。 

 

（６）内  容 ・まちづくり活動発表会 

         【発表団体】各５団体 

（地区まちづくり協議会 ２団体、市民活動団体 ２団体、企業 １団体） 

協働の視点で特色あるまちづくり活動を行った団体が、その活動

を発表することで、あらゆるセクションからの参加者がまちづくり

への関わりや、自らができることを意識し、今後の取り組みへの気

づきを得る場となりました。また、アドバイザーによる講評からさ

らなる活動発展へのヒントがありました。 

        ・まちづくり活動紹介エリア（ホワイエ・玄関前） 

         【展示団体】18 団体 

          （市民活動団体等 16 団体、企業 ２団体） 

パネル展示により、市内外で行われている様々なまちづくり活動

の取組を紹介し、交流をもってもらうことができました。 

 

（７）参 加 者 230 名 

（地区まちづくり協議会等 139 人、市民活動団体等 31 人、行政 28 人、 

一般 15 名、その他 17 名） 
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アドバイザー 紹介

① 睦浜・大坂地区まちづくり協議会

【 活かし合う、助け合う 得意な所を持ち寄って地域力を
活かしたまちづくり 】

② 西郷地区まちづくり協議会

【 人生100年時代を見据えた西郷の取り組み
～将来にわたって豊かな生活を送るために～ 】

③ どこ屋台実行委員会

【 どこ屋台
～掛川祭り屋台リアルタイム位置情報マッピング～ 】

④ かっけがわ

【 かけがわ未来づくり会議で学んだこと 】

⑤ NECプラットフォームズ株式会社

【 NECプラットフォームズの社会価値創造、社会貢献活動 】

川端 務夢
Kawabata Tsutomu

掛川市協働の
まちづくりアドバイザー

掛川市協働アドバイザー（2015～）
静岡県のＮＰＯ中間支援機関のセン

ター長を歴任し、現在は市内外の市民
活動等へのサポートを精力的に行って
います。

千野 和子
Chino Kazuko

（公財）ふじのくに未来財団
副代表理事

公益財団法人ふじのくに未来財団
副代表理事として、「もっと、いい

まちにしたい」と、自ら汗をかき活動
している皆さんを応援するため、人材
や資金等の情報を提供しています。

上記まちづくり団体のまちづくり活動事例の
発表に対し、講評をいただくアドバイザーを
紹介します。

まちづくり活動事例発表
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まちづくり活動紹介エリア①

掛川音訳ボランティア

「サークル声」

カムカム遊悠倶楽部 This is Kakegawa

観光ボランティアガイドの会

猫の手の会

発表団体以外にも多くの団体がまちづくりに
おいて活躍されています。その一部を紹介す
るパネル展示を発表会と併せて行いました。
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まちづくり活動紹介エリア②

静岡県車椅子友の会
掛川支部

酔芙蓉 遠州沖ちゃんクラブ

ママバトン
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まちづくり活動紹介エリア③

そこつ屋玉手箱

掛川市視覚障がい者の会

ホワイト☆ステッキ

びすけっと

微助人

掛川第三地区まちづくり協議会
※「何でも手伝い隊」説明会開催記録です。
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まちづくり活動紹介エリア④

NPO法人

掛川シニア交流研究会
NPO法人

f.a.n.地域医療を育む会

NPO法人 高天神掛川市防災士の会
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まちづくり活動紹介エリア⑤

静岡トヨペット株式会社 株式会社キャタラー
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５つのまちづくり活動発表お疲れ様でした。私のアドバイスと

して皆様に、３点ほどお話しさせていただきます。

１点目は、自分たちの活動の最終ゴール、ビジョンはなにか明

確にすることです。運営に携わる役員の皆さんはすでに明確な目

標をお持ちだと思われますが、団体に所属するすべてのスタッフ

や会員まで同一のビジョンが描けているでしょうか。

まちづくり活動の参加者には金銭的インセンティブを多くは望

めません。したがって、参加者の主体性を引き出していかなけれ

ば事業の継続性は見込めません。ゆえに、この活動は何を目指し

ているのかを共通認識としてもつことが大切になってきます。事

業を立ち上げた初歩の段階は楽しいことが張り合いになりますが、

ルーティンになっていくと、徐々に人心は離れていきます。そう

なる前に、最終的にどんな世の中になっていきたいか、どんな人

になって欲しいか、どんなまちになって欲しいかというビジョン

を、お酒を飲みながらで結構ですので話し合っていくことがすご

い大事な要素になっていきます。

アドバイザー全体講評（川端務夢）

ビジョンの設定ビジョンの設定
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２点目は、ニーズ（Needs）の掘り起こしと多くの団体で言わ

れていましたが、ニーズの前に皆さんがやるべきことはマーケ

ティングの言葉で言うとシーズ（Seeds：種）を探し出すことで

す。地域課題の中では、地域の事実を掘り起こして、事実を並べ

たときにこんな問題があるよね、と理解してもらうことが大切で

す。Seedsがあって、SeedsがNeedsに変わって、Needsに対して

賛同して自分も参加しようというウオンツ（Wants）が生まれた

とき、まちは素晴らしく変わっていくと思います。

最後の３点目として、人間というのは人や本から得られた知識

や知恵を、外へ出した瞬間に身に着きます。多くの活動で得られ

た学習や工夫を学んだときに、これを自分なりのカタチで外に出

してみることが大切です。自分たちが学んだことはどんどん次世

代に教えていくことで、次世代がインプットされたものをさらに

下の世代に教えていくというルーティンが生まれれば、自ずと人

材の裾野は広がっていきます。

今後とも素晴らしい活動を多様な主体を巻き込んで協力、協働、

そして「総働」という形で進めてください。今回は素晴らしい発

表を拝見させていただき、どうもありがとうございました。

Seeds、Needs、WantsSeeds、Needs、Wants

知識の継承と人材育成知識の継承と人材育成
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（１）あなたの所属する組織を教えてください。
割合

112 67.46%
11 6.63%

0 0.00%
20 12.05%

9 5.42%
7 4.22%
7 4.22%

計 166 100.00%

割合
満足している 62 37.35%
やや満足している 71 42.77%
やや不満足 16 9.64%
不満足 1 0.60%
無回答 16 9.64%

計 166 100.00%
  その理由、感想やご意見をお書きください。
   満足している

・

・
・
・
・
・

   やや満足している
・
・

・
・

   やや不満足
・

平成30年度 協働によるまちづくり活動発表会参加者アンケート 集計結果

議会

備考

備考
（２）本日の発表に対する感想や印象について、当てはまるものにチェックしてください。

地区まちづくり協議会、自治会等
ＮＰＯ（非営利法人、市民活動団体含む）

企業・事業所
行政
特になし

参加者：230  回答数：166（回答率72.2％）

無回答

視野が狭く、封建的な考えが強い地域に住んでいるため、「井の中の蛙」から少しでも
脱皮することができた。

まち協ばかりではなく、市民活動団体の活動や企業の活動が、活発になっているように
見えました。

年々発表内容がアップしていてすごいです。勉強になった。
市の方の前説がある事で、内容に入りやすかった。
様々な団体から多様な活動報告を聞けたこと（まち協だけの発表でないところ）
各発表はやる気を持たせることが多々あった。

その他（      ）

全体の時間が長い。休憩がほしい。

全体的に長い。前よりは良くなった。

なぜ新しいことをしなければいけないのか。今までやっている事を充実させることの方
が良いのではないのか。

まち協発足丸3年で、活動のレベルアップが確実に進行しているのを感じた。

自分たちの住むまちに見合った活動が少なく、自分の地域でこの活動を進めるには何が
足りず、どんなアイディアが必要となるのかを考えるのにはよい機会となった。
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（３）発表を聞いて参考にしたい、実行してみたいと思ったことはありますか？

・

・

・

・

まち協等 NPO 行政 その他
29 17 4 1 7

117 93 4 10 10
36 18 4 4 10
35 26 4 1 4
24 19 2 0 3
24 19 3 1 1
22 17 2 2 1
26 22 0 2 2
19 13 0 1 5
16 12 0 1 3

・

・

・

・

・

・

         

   全てにチェックしてください。

合計
内訳

その他回答：事業の継続性、役員の負担、無関心、共通の目標がない、世代交流など

会員不足

意見集約、合意形成

資金調達
情報発信力
他団体情報不足

事務能力

継続可能な「まち協」の組織のあり方等。

まちづくり協議会だけでなく、いろいろな人たちが活動していることが分かり良かった
です。

価値の多様化の時代、いろいろ協力して何かをやろうとしてもその合意形成がなかなか
難しく、実行に至らないのではないかと感じます。もう少し簡単に考えることができれ
ばと思いますが。

発表会の時期、時間、曜日等が適切である。一つ一つの発表の前に協働推進課職員が説
明するやり方は良い。

Small Doの実践、ビジョンを明確にすること等に日々挑戦したい。

身の丈に合った活動の重要性が分かった。

睦浜と大坂の発表は楽しそうだなと思った。市から言われてやるのではなくて、自分た
ちでやってみるその発想がとてもすてきだと思った。まち協って何、とまだまだそんな
意見が多い中、楽しんで企画実施が絶対条件だと思う。是非私たちもコラボ企画皆さん
に提案してみたいと思った。

地域から役員を集めてきた習慣によるものだと考えられるが、活動のマンネリ化、リー
ダーへの依存等、自主性に欠けることが多い。自分のやっていくことへのプロデュー
サーとなる気持ちを育てたい。

PDCAの前のsmall Do

専門家を利用すること、参考になった。

（４）あなたがまちづくりを行うにあたって、抱えている課題を教えてください。当てはまるもの

（５）発表会全体を通じての感想を教えてください。

何をしてよいか分からない
その他

外部人材・ネットワーク不足

役員のなり手
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